
　
産
業
振
興
や
教
育
、
地
方
自
治
、
芸
術
文
化
な
ど
様
々
な
分
野
に
お
い

て
貢
献
し
た
方
に
贈
ら
れ
る
叙
勲
。
前
川
敬
一
さ
ん
（
榎
列
）
に
旭
日
単

光
章
が
、
藤
江
保
雄
さ
ん
（
神
代
）
に
瑞
宝
双
光
章
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。 

　
島
内
の
ガ
ー
デ
ナ
ー
が
自
宅
の

庭
な
ど
を
一
般
の
方
々
に
公
開
す

る
「
第
四
回
あ
わ
じ
オ
ー
プ
ン
ガ

ー
デ
ン
」
が
南
淡
路
地
区
、
北
淡

路
地
区
で
そ
れ
ぞ
れ
二
日
間
に
わ

た
り
開
か
れ
ま
し
た
。 

　
あ
わ
じ
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
は
、

花
づ
く
り
や
ま
ち
づ
く
り
、
沿
道

緑
化
な
ど
に
取
り
組
む
ガ
ー
デ
ナ

ー
を
通
じ
て
、
淡
路
島
の
魅
力
を

知
っ
て
い
た
だ
こ
う
と
平
成
十
三

年
か
ら
毎
年
開
催
。
今
年
は
島
内

七
十
二
軒
の
ガ
ー
デ
ナ
ー
が
参
加

さ
れ
ま
し
た
。 

　
南
あ
わ
じ
市
内
で
は
五
月
十
四
・

十
五
日
の
両
日
行
わ
れ
、
多
く
の

方
々
が
公
開
さ
れ
て
い
る
お
庭
を

順
番
に
ま
わ
り
、
庭
に
咲
く
多
種

多
彩
の
花
を
観
賞
し
て
い
ま
し
た
。 

　
お
庭
を
公
開
し
た
市
徳
長
の
堀

川
千
代
子
さ
ん
は
「
花
を
通
じ
て

人
と
の
繋
が
り
が
出
来
る
の
で
楽

し
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。 

　
地
域
で
活
動
場
所
を
つ
く
り
子

ど
も
た
ち
を
育
て
る
「
子
ど
も
の

居
場
所
づ
く
り
広
田
教
室
」
が
五

月
八
日
、
緑
公
民
館
で
開
校
し
ま

し
た
。 

　
放
課
後
や
週
末
に
地
域
の
大
人

た
ち
の
協
力
を
得
て
、
安
全
で
安

心
な
子
ど
も
の
活
動
拠
点
と
し
て

文
部
科
学
省
の
委
嘱
を
受
け
行
わ

れ
、
南
あ
わ
じ
市
内
で
は
五
月
か

ら
十
二
か
所
で
開
催
さ
れ
て
い
ま

す
。 

　
こ
の
日
は
、
同
教
室
運
営
協
議

会
長
小
林
昇
氏
の
開
校
あ
い
さ
つ

に
続
き
、
小
学
校
低
学
年
の
児
童

十
四
人
が
「
勾
玉
づ
く
り
」
に
挑

戦
、
埋
蔵
文
化
財
事
務
所
の
定
松

佳
重
さ
ん
ら
の
指
導
に
よ
り
、
お

よ
そ
二
時
間
で
独
特
な
形
の
勾
玉

が
出
来
あ
が
り
ま
し
た
。
子
ど
も

た
ち
は
、
出
来
あ
が
っ
た
ば
か
り

の
勾
玉
を
母
親
ら
に
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
て
い
ま
し
た
。 

　
多
数
の
化
石
が
採
取
さ
れ
て
い

る
淡
路
ふ
れ
あ
い
公
園
で
五
月
十

四
日
、
「
南
あ
わ
じ
の
化
石
発
掘

体
験
会
」
が
開
か
れ
、
親
子
連
れ

な
ど
約
三
十
人
が
参
加
し
ま
し
た
。 

　
こ
の
体
験
会
は
多
く
の
方
々
に

化
石
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
お
う

と
、
県
立
人
と
自
然
の
博
物
館
と

南
あ
わ
じ
市
教
育
委
員
会
が
主
催
。

昨
年
四
月
に
全
国
で
も
希
少
な
翼

竜
の
首
骨
の
断
片
化
石
が
見
つ
か

っ
た
泥
岩
の
残
り
を
利
用
し
て
開

か
れ
ま
し
た
。 

　
最
初
化
石
の
説
明
が
あ
り
、
同

館
の
古
谷
裕
研
究
員
が
「
翼
竜
の

断
片
化
石
の
続
き
が
あ
る
か
も
し

れ
な
い
」
と
話
す
と
、
参
加
者
は

期
待
に
胸
を
膨
ら
ま
せ
て
い
ま
し

た
。
発
掘
が
始
ま
る
と
、
子
ど
も

た
ち
も
ハ
ン
マ
ー
で
岩
を
砕
き
な

が
ら
凝
視
。
そ
れ
ら
し
い
も
の
が

見
つ
か
る
と
、
研
究
員
が
化
石
か

ど
う
か
を
判
定
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
ア
ン
モ
ナ
イ
ト
や
二

枚
貝
、
巻
貝
な
ど
約
百
個
の
化
石

が
発
掘
さ
れ
ま
し
た
。 

２００５.６.１発行 １４ １５ 

まちかどトピックス 

ま
ち
か
ど
ト
ピ
ッ
ク
ス

受
賞
お
め
で
と
う 

広報 

　学びを通じて仲間づくりや生きがいのある生活を過ごすことを

目的に「第24回老人大学うずしお学園」の開講式が５月14日、三

原公民館で行われました。和太鼓グループ「甍」の元気な演奏で

開幕、220人の受講者が学園歌を合唱し開講を喜びました。 

　学園長の中田市長は「挑戦することが大切、学んだ成果を地域

づくりに生かせていただきたい」と受講生に呼びかけました。 

　ハモの季節を迎えるにあたり、ハモの御霊の供養と豊漁・商売繁盛を
祈願する『鱧供養祭』（灘・沼島観光ふるさと会主催）が５月24日、沼
島で行われました。 
　この日は、ハモ料理を扱う旅館や料理店の関係者ら約30人が西光寺に
集合、昨年食されたハモに焼香し、お礼と感謝を込めて供養しました。
その後、漁船に乗り込み、沼島の名所・上立神岩付近の海上から丸々と
太った全長約１メートルのハモ５匹を豊漁の願いを込めて海に放ちました。 
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ゼ
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学びを通じて生きがいと健康づくり 老人大学開講式 ハモのシーズン到来を告げる 鱧供養祭を開催 地
域
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や
明
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だ
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▲ハンマーで岩を砕きながら化石を探す参加者 

▲オープニングを飾った「甍」による和太鼓演奏 

▲ガーデナーのお庭を観賞する人たち 

▲真剣な表情で勾玉づくりに励む子どもたち 

▲丸々太ったハモを放流 

  

　
長
年
に
わ
た
り
民
生
委
員
・

児
童
委
員
と
し
て
社
会
福
祉
の

増
進
に
貢
献
さ
れ
た
方
を
表
彰

す
る
「
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
」

に
齋
藤
き
み
ゑ
さ
ん
（
津
井
）

と
西
村
眞
さ
ん
（
倭
文
）
に
贈

ら
れ
ま
し
た
。 

　
齋
藤
さ
ん
と
西
村
さ
ん
は
昭

和
五
十
八
年
か
ら
平
成
十
六
年

ま
で
の
二
十
年
間
、
民
生
委
員
・

児
童
委
員
と
し
て
地
域
福
祉
の

向
上
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。 

    

　
県
政
の
進
展
、
公
共
の
福
祉

増
進
に
功
労
の
あ
っ
た
方
や
そ

の
他
広
く
県
民
の
模
範
と
な
っ

た
次
の
方
々
に
「
兵
庫
県
功
労

者
表
彰
」
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。 

■
祖
山
進
司
さ
ん
（
湊
）
に 

　
自
治
功
労
表
彰 

　
祖
山
さ
ん
は
、
昭
和
三
十
三

年
に
西
淡
町
役
場
に
奉
職
。
平

成
七
年
六
月
に
西
淡
町
収
入
役

に
、
平
成
十
三
年
に
助
役
に
就

任
し
、
平
成
十
七
年
一
月
の
合

併
ま
で
の
間
、
特
別
職
と
し
て

西
淡
町
の
教
育
・
文
化
・
福
祉
・

産
業
の
推
進
に
多
大
な
功
績
を

残
さ
れ
ま
し
た
。 

■
竹
本
友
喜
美
さ
ん（
福
良
）に

　
文
化
功
労
表
彰 

　
竹
本
さ
ん
は
、
淡
路
人
形
浄

瑠
璃
の
数
少
な
い
伝
承
者
と
し

て
、
県
内
外
の
舞
台
に
出
演
し

て
、
技
芸
の
向
上
と
普
及
に
努

力
。
約
二
十
か
国
に
お
よ
ぶ
海

外
公
演
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
ま
た
、
小
学
校
・
公
民
館

等
で
人
形
浄
瑠
璃
の
指
導
に
あ

た
る
な
ど
、
地
域
と
密
接
に
結

び
つ
い
た
活
動
に
よ
り
、
後
継

者
を
育
成
し
、
伝
統
芸
能
の
保

存
に
つ
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

■
川
本
繁
廣
さ
ん
（
灘
）
に 

　
農
林
水
産
功
労
者
表
彰 

　
川
本
さ
ん
は
、
昭
和
四
十
八

年
に
地
域
の
出
荷
組
織
び
わ
Ｙ

Ｓ
Ｋ
組
合
を
立
ち
上
げ
、
び
わ

販
売
に
尽
力
。
出
荷
形
態
の
改

良
、
栽
培
技
術
の
研
究
に
も
熱

心
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま

た
、
淡
路
果
樹
協
会
会
長
、
県

果
樹
研
究
会
副
会
長
な
ど
の
要

職
を
務
め
、
果
樹
栽
培
振
興
に

大
き
く
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。 

け
い
い
ち 

や
す
お 

いらか 

はも 

　
前
川
さ
ん
は
、
昭
和
二
十
年
三

月
に
兵
庫
県
立
農
学
校
を
卒
業
後
、

兵
庫
県
経
済
農
業
協
同
組
合
連
合

会
な
ど
農
協
業
務
に
長
年
勤
め
、

平
成
九
年
一
月
か
ら
現
在
に
至
っ

て
は
、
あ
わ
じ
島
農
業
協
同
組
合

代
表
理
事
組
合
長
と
し
て
、
県
内

十
四
農
協
の
中
で
野
菜
出
荷
額
六

割
（
一
位
）
を
占
め
、
タ
マ
ネ
ギ

や
レ
タ
ス
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
成
功

し
、
淡
路
島
を
全
国
的
に
有
名
な

産
地
に
導
き
ま
し
た
。 

　
受
章
に
際
し
「
農
家
の
皆
様
を

代
表
し
た
結
果
と
受
け
止
め
て
い

ま
す
」
と
喜
ん
で
い
ま
す
。 

　
藤
江
さ
ん
は
、
昭
和
二
十
六
年

四
月
一
日
よ
り
四
十
年
間
の
長
き

に
わ
た
り
、
公
立
中
学
校
教
諭
、

公
立
小
・
中
学
校
長
を
歴
任
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の
後
も
、
兵

庫
県
教
育
委
員
会
事
務
局
社
会
教

育
主
事
、
指
導
主
事
と
し
て
、
高

く
豊
か
な
識
見
と
卓
越
し
た
指
導

力
を
発
揮
し
、
調
和
と
中
立
性
、

安
定
性
の
あ
る
教
育
行
政
の
振
興

に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。 

　
受
章
に
際
し
「
先
輩
、
同
僚
に

恵
ま
れ
章
を
頂
い
た
。
大
き
な
章

を
頂
き
感
激
し
て
い
ま
す
」
と
喜

び
を
語
っ
て
い
ま
す
。 

▲前川敬一さん ▲藤江保雄さん 

春
の
叙
勲 ま

が 

た
ま 

齋
藤
き
み
ゑ
さ
ん
、西
村
眞
さ
ん 

に
厚
生
労
働
大
臣
表
彰 

し
ん 

祖
山
進
司
さ
ん
、竹
本
友
喜
美 

さ
ん
、川
本
繁
廣
さ
ん
に
兵
庫 

県
功
労
者
表
彰 

と
も 

き   

み 

た
け
も
と 

か
わ
も
と
し
げ
ひ
ろ 

そ
や
ま 

し
ん
じ 


